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［特集］［特集］
平成２８年度決算平成２８年度決算

今田人形ろうそく公演
（窪田進さん撮影）
龍江大宮八幡宮秋の大祭
宵まつりで小学生が
「傾城阿波の鳴門」を演じました。
撮影場所：龍江大宮八幡宮
撮影日：平成２８年１０月１５日

［コラム］ リニア駅ができるまち飯田…2２ページ［コラム］ リニア駅ができるまち飯田…2２ページ
けいせいあわ なると
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特集特集

総務費
５１億２,１２８万円
〈11.5％〉

総務費
５１億２,１２８万円
〈11.5％〉

総務費
５１億２,１２８万円
〈11.5％〉

その他
１９億９０５万円
〈4.3％〉

その他
１９億９０５万円
〈4.3％〉

民生費
１５３億２,７６４万円
〈34.3％〉

民生費
１５３億２,７６４万円
〈34.3％〉

民生費
１５３億２,７６４万円
〈34.3％〉

衛生費
４５億５,１０６万円
〈10.2％〉

衛生費
４５億５,１０６万円
〈10.2％〉

衛生費
４５億５,１０６万円
〈10.2％〉

農林・商工費
４３億８,２６３万円
〈9.8％〉

農林・商工費
４３億８,２６３万円
〈9.8％〉

土木費
４５億６,２０７万円
〈10.2％〉

土木費
４５億６,２０７万円
〈10.2％〉

土木費
４５億６,２０７万円
〈10.2％〉

教育費
３９億１,４７９万円
〈8.７％〉

教育費
３９億１,４７９万円
〈8.７％〉

公債費
４９億１,０６０万円
〈11.0％〉

公債費
４９億１,０６０万円
〈11.0％〉市税

１３２億５,１４２万円
〈29.0％〉

市税
１３２億５,１４２万円
〈29.0％〉

市税
１３２億５,１４２万円
〈29.0％〉

譲与税・交付金
２６億８１万円
〈5.7％〉

地方交付税
１２１億２,６１４万円
〈26.5％〉

地方交付税
１２１億２,６１４万円
〈26.5％〉

国県支出金
８２億９,５７３万円
〈18.1％〉

国県支出金
８２億９,５７３万円
〈18.1％〉

地方債
３５億２,２２０万円
〈7.7％〉

地方債
３５億２,２２０万円
〈7.7％〉

地方債
３５億２,２２０万円
〈7.7％〉

その他
５９億５,４５３万円
〈13.0％〉

その他
５９億５,４５３万円
〈13.0％〉

★歳入総額
４５７億５,０８３万円
（前年度 ４６０億９,５０３万円）歳 入

★歳出総額
４４６億７,９１２万円
（前年度 ４４９億３９万円）歳 出

市税

譲与税・交付金

地方交付税

国県支出金

地方債

その他

市民税や固定資産税など市に納められ
た税金。個人市民税や固定資産税の増
などにより１億７,９１３万円の増。
国が集めた地方消費税などの一部を人
口などにより按分して交付されたもの。
地方消費税交付金の減など２億７,３３５
万円の減。
地方公共団体が等しく行政サービスを
提供できるよう、一定の基準により国が
配分するもの。平成２７年度実施の国勢
調査による人口減少の影響などにより
３億９,３０７万円の減。
国や県から交付された給付金や補助
金。福祉関係事業の補助金や負担金が
増となり、４億４,４７６万円の増。
市町村などが行う公共事業の財源とし
て、財政負担の平準化および世代間負
担の公平などを図るため、国や銀行な
どから借りた資金。借入額が大幅に減
少し、９億３,０１０万円の減。
ふるさと納税制度などの寄附金、使用料
や財産収入として納められた収入など。
ふるさと寄附金は２億３,３６７万円の増。

【科目解説】

総務費

民生費

衛生費

農林・商工費

土木費

教育費

公債費

その他

税や戸籍の管理、リニア関連、市役所庁
舎の維持管理などの支出。庁舎整備事
業の終了、財政調整基金やリニア中央
新幹線飯田駅整備推進基金などへの積
立金の減により９億８,４２０万円の減。
高齢者や障がい者、児童の福祉推進な
どに関する支出。年金生活者等支援臨
時福祉給付金や特別養護老人ホームな
どの建設補助により４億２３３万円の増。
健康増進事業やごみ処理事業などの
支出。
農林・商業・工業・観光の振興や企業誘
致、林道の整備などの支出。産業振興の
拠点整備事業などにより４億８,７１５万
円の増。
道路・公園・河川・橋の整備や維持管理
などの支出。
小・中学校の管理運営や社会教育事業
などの支出。
これまでの公共事業などの財源として
借入れた資金の返済。
議会費、労働費、消防費、災害復旧費。

【科目解説】

飯田市の２８年度決算がまとまりました。市民の皆さんが納めた税金や、国や県からの財源がどの
くらいあり、どのように使われたのか、その概要をお知らせします。

平成２８年度決算
普通会計 普通会計

※普通会計とは…一般会計、墓地事業特別会計、ケーブルテレビ放送事業特別会計の合計

※ ※
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平成２８年度から開始した高校生世代（年度末年齢１８歳）までの医療費無料化や、低所得の高
齢者などを対象とした年金生活者等支援臨時福祉給付金などにより社会保障関係経費は増加

しましたが、市庁舎Ｃ棟の耐震改修が完了したことや、リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金への新規積立
が減少したことなどから決算規模は減少しました。

数値が高いほど財政構造が硬直化していることを示す 「経常収支比率」 は、１.７ポイント上昇し９０.４％
となりました。これは一般家庭で言う、光熱費や家賃のように経常的に必要な経費が大きい状況を表し
ています。
今後、飯田市総合計画 「いいだ未来デザイン２０２８」 の各種施策の推進、リニア中央新幹線や三遠南
信自動車道の開通などの大規模事業、老朽化が進む公共施設の更新・改修には、弾力性の高
い財政構造が求められます。昨年度に作成した 「公共施設等総合管理計画」 や 「飯田市行
財政改革大綱」 をもとに、長期的な見通しをもった財政運営に取り組んでいます。

平成２８年度決算の概要は、市のウェブサイトでもご覧になれます。

Ｑ．平成２８年度の決算は２７年度と比べるとどうだったんですか？

Ａ．歳入歳出ともに２７年度より減少しました。

Ａ．実質的には赤字の決算になりました。

健全な財政運営に取り組んでいます

平成28年度決算

◉問い合わせ／財政課　内線２１３１

Ｑ．歳入の方が多かったということは黒字だったということですか？

平成２８年度の歳入から歳出を差し引いた金額は１０億７,１７１万円の黒字となっています。
しかし、この数字には前年度から引き継いだ繰越金や基金（貯金）の取り崩しなども含まれてお

り、これらを除く純粋な１年間の歳入歳出の差額（実質単年度収支）は１億５,４４７万円の赤字となりました。
財源が厳しい中において、積極的に施策に取り組んだ結果と総括しています。
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※１
会計間相互取引控除前の額

※２
営業などに係る収支（料金
収入や職員給与など） 

※３
施設の建設などに係る収支
（施設建設のための補助金
や地方債、建設費、地方債
元金の償還金など）

※４
企業会計は、収益的収支と
資本的収支を合計すると支
出の方が大きく赤字に見え
ますが、一般会計などとは
異なり減価償却費などの非
現金支出を計上しているた
めです。

計

会　　計　　名 歳入決算 歳出決算

合　　　　　計 ９２１億８,３１９万円

病院事業会計

水道事業会計

国民健康保険特別会計

下水道事業会計

９２３億４,２０９万円

４４５億８,８５１万円
２,１０８万円

１億１,９０９万円
４４７億２,８６８万円
１０９億３,４２７万円

４２０万円
１２億９,８７６万円
１０７億２,６８１万円

１,９２５万円
６,６１２万円

１億４,２５５万円
６億６,３９１万円

２３８億５,５８７万円
１２１億７,８４６万円
２２億２,２６９万円
１９億６,８７８万円
９億６,７４４万円
４０億１,４４９万円
２４億５６８万円

２３７億５,７５４万円

４５６億５,１２１万円
２,１８９万円

１億２,７２９万円
４５８億３９万円
１１７億７６８万円

４２０万円
１３億１,６４６万円
１０８億５,８０２万円

１,９７７万円
８,３０４万円

１億４,２９９万円
７億２,８０４万円

２４８億６,０２０万円
１２１億４１４万円
９億８,５３５万円
２２億１,０９９万円
３億２,３４１万円
４６億８,２８６万円
１２億１,５８５万円
２１５億２,２６０万円

一般会計 
墓地事業特別会計 
ケーブルテレビ放送事業特別会計

計 ※１

後期高齢者医療特別会計 
介護保険特別会計 
地方卸売市場事業特別会計 
駐車場事業特別会計 
簡易水道事業特別会計 
介護老人保健施設事業特別会計

計

事業勘定
直診勘定

収益的収支 ※２
資本的収支 ※３
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

企
業
会
計 ※

̐

特
別
会
計 （
普
通
会
計
分
除
く
）

普
通
会
計

地方債残高の推移 （全会計）地方債残高の推移 （全会計）

会　　計　　別　　決　　算　　額会　　計　　別　　決　　算　　額

基金残高の推移 （普通会計）基金残高の推移 （普通会計）

Ａ．
地方債は市町村などが行う公共事業の
財源として、財政負担の平準化や世代間

負担の公平などを図るため、国や銀行などから
借りる資金です。つまり借金でありその額は少
ない方が望ましいと言えます。飯田市では借入
金を抑制したり、計画的な償還（返済）をしたり
した結果、５年間で約９０億円減少しました。

Ａ．
特定の目的のために積み立てる資金や
財産のことを基金といいます。つまり地方

公共団体の貯金です。
飯田市は、「平成２８年度末に主要４基金を３０億
円程度確保する」という財政運営目標を示し
ていましたが、それを大きく上回る金額を確保
しました。

Ｑ．基金って何ですか？Ｑ．地方債って何ですか？
※主要４基金とは、財政調整基金、減債基金、公共施設等整備基金、
　ふるさと基金をいいます。

１５０億

１２０億

９０億

６０億

３０億

０
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８（年）

（円）

主要４基金 その他特定目的基金 定額基金

１３１億２,２１８万１３１億２,２１８万
１４億９,２００万１４億９,２００万

５９億８,４１０万５９億８,４１０万

５６億４,６０８万５６億４,６０８万

１３４億３,３０８万１３４億３,３０８万
１５億３,２００万１５億３,２００万

５７億４,５８５万５７億４,５８５万

６１億５,５２３万６１億５,５２３万

１３３億２,８５８万１３３億２,８５８万
１５億３,２０３万１５億３,２０３万

５５億３,９８０万５５億３,９８０万

６２億５,６７５万６２億５,６７５万

１４１億８６０万１４１億８６０万
１５億３,２０７万１５億３,２０７万

５８億８,１５６万５８億８,１５６万

６６億９,４９７万６６億９,４９７万

１４０億８,５３９万１４０億８,５３９万
１５億８,２０８万１５億８,２０８万

５７億８,７１８万５７億８,７１８万

６７億１,６１３万６７億１,６１３万

１,０００億

８００億

６００億

４００億

２００億

０
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８（年）

（円）

一般会計（臨時財政対策債を含む） 特別会計

９１３億１,６３１万９１３億１,６３１万９３０億６,９５９万９３０億６,９５９万 ９１２億８,８７５万９１２億８,８７５万 ８８２億７７５万８８２億７７５万

５２７億４,０７５万５２７億４,０７５万

４０３億２,８８４万４０３億２,８８４万

５０３億１,３６６万５０３億１,３６６万

４１０億２６５万４１０億２６５万

４７１億５６６万４７１億５６６万

４４１億８,３０９万４４１億８,３０９万

４４０億６,９４６万４４０億６,９４６万

４４１億３,８２９万４４１億３,８２９万

８４１億２,７６７万８４１億２,７６７万

４１０億７,８２８万４１０億７,８２８万

４３０億４,９３９万４３０億４,９３９万

５年間で
約90億円減少

５年間で
約9億円増加
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産業振興と人材育成の拠点

稲葉クリーンセンター

小学生のための音楽ひろば

基本方針1

基本方針2

基本方針3

基本方針4

基本方針5

雇用対策事業
（高校生の進路選択や大学生のＵＩターン就職支援） １４５万円

農産物新マーケットチャレンジ事業（海外販路開拓など） １７３万円

天龍峡活性化事業（天龍峡温泉交流館建替など） １億２,８００万円

産業振興と人材育成の拠点整備事業 ５億８９９万円

上村自治振興センターの耐震化 ２億６５６万円

特別養護老人ホーム等建設補助事業 ２億２,０７０万円

子ども医療費給付事業
（高校生世代（年度末年齢１８歳）までの無料化を含む） ２億４,７０９万円

臨時福祉給付金給付事業 ４億２,０３８万円

学校施設大規模改修事業 １億３,７４４万円

小中連携・一貫教育推進事業（飯田コミュニティスクールの導入など） ２,４１６万円

情報通信技術活用教育推進事業
（ＩＣＴ教育実証研究モデル３中学校区への機器導入など） ８,７９１万円

田中芳男没後１００年記念特別展 「南信州 郷土の偉人」 ４８６万円

オーケストラと友に音楽祭 （小学生のための音楽ひろばの開催） ６９８万円

上村小沢川小水力発電事業化支援 ９８６万円

稲葉クリーンセンター建設事業負担金 ２億８,４６８万円

森林づくり推進支援事業（初めての木念品の開始、
いいだ森林学校の開設など） ４９９万円

総合的な空き家対策事業 ３８１万円

恒川遺跡群保存活用事業 １億３,３２６万円

【歳入】 ふるさと寄附金（ふるさと納税） ２億８，６３９万円

平成２８年度に実施した主な事業平成２８年度に実施した主な事業
市政経営の５つの基本方針に基づき紹介します。

経済自立度を高める多様な産業施策の推進

地育力によるこころ豊かな人づくり

安心して健やかに暮らせるまちづくり

自然・環境と調和した「低炭素社会・飯田」づくり

多様性に富んだ暮らしと文化を次世代に継承する地域づくり
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行列ができた記念切符

市内最高齢の金田シヅヱさん（１０７歳） 委嘱を受けた渡邉さん

浴衣で食べ歩きする参加者

開封されたタイムカプセルを覗き込む

地酒で乾杯したオープニング

多くの鉄道ファンで賑わった記念列車

◎タイムカプセルに入れた方で、住所変更などの理由で届かないという方は、
　企画課（内線 2222）までお問い合わせください。

９月７日、市長が敬老祝賀訪問を行いました。市内の
最高齢は鼎西鼎にお住まいの金田シヅヱさんで、年齢
は１０７歳。金田さんの元気の秘訣は、焼肉のまち飯田
らしく、「お肉を食べること」だそうです。
　

三穂地区地域おこし協力隊を渡邉捷揮さん（２３
歳・神奈川県横浜市出身）に委嘱しました。渡邉さん
は三穂地区の地域キャラクター「みほっち」などを
活用した地区のPRなどに取り組みます。

多くの秘境駅を有することから、近
年注目されている鉄道路線のひとつ
であるＪＲ飯田線が、1937年（昭和
12年）8月20日の全線開通から、80
周年を迎えました。
8月19日・２０日には記念列車が運
行され、多くの鉄道ファンなどが利用
して飯田を訪れました。また、8月２０
日の午前10時に発売となった記念切
符を買い求めるため、100人以上が
列を作りました。

8月２０日、中心市街地（通称丘の
上）で食べ歩き・飲み歩き・まち歩きのイ
ベント「飯田丘のまちバル」が開催さ
れ、賑わいました。浴衣を着た参加者に
はドリンク1杯がサービスされたことも
あり、浴衣での参加者も多くいました。
このイベントは今回が2回目。行った

ことがないお店を知ることができるな
ど、参加者からも好評で、昨年より参加
店舗数、参加者数ともに大きく上回りま
した。

８月２６日、市制施行５０周年記念として埋められたタイ
ムカプセルを掘り起こしました。タイムカプセルには３０年
後の自分や、家族、市長などに宛てた手紙、当時の「広報い
いだ」など約2,700通が入っていました。入っていた手紙な
どは、それぞれ当時指定された宛先に郵送しました。

土の中から掘り起こされたタイムカプセル

記念列車や切符に人出

３０年前の声を掘り起こす

JR飯田線全線開通８０周年飯田丘のまちバル

市制施行８０周年記念事業
市長の敬老祝賀訪問
市内最高齢は１０７歳

三穂地区地域おこし協力隊
元気な三穂地区に

食べ歩きで賑わう

しょうき
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塚本耕二  医師

頭
頸
部
が
ん
つ
い
て

先月の 田中義訓 さん（上郷）からのリレー

ͭ
ͭ
͍

͔
ͭ
·
͞

筒
井
克
政
さ
ん
（
上
郷
）

そ
の 

１５３

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封

去
る
８
月
２６
日
、
市
制
施

行
５０
周
年
記
念
事
業
の
一
環

で
埋
設
さ
れ
て
い
た
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
が
掘
り
起
こ
さ
れ

ま
し
た
。
中
に
入
っ
て
い
た

｢２
０
１
７
年
の
あ
な
た
に
」

と
題
し
た
約
２
７
０
０
通
の

手
紙
は
、
９
月
上
旬
に
そ
れ

ぞ
れ
の
宛
名
に
郵
送
さ
れ
た

の
で
、
当
時
の
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
た
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３０
年
前
の
私
は
、
政
府
系

の
銀
行
に
勤
め
て
３
年
目
で

し
た
が
、
外
資
系
企
業
の
対

日
投
資
を
促
進
さ
せ
る
と
い

う
政
府
方
針
の
下
で
、
商
習

慣
の
異
な
る
欧
米
企
業
へ
の

融
資
実
現
に
向
け
四
苦
八
苦

し
て
い
ま
し
た
。
契
約
書
一

つ
締
結
す
る
に
も
、
そ
の
条

文
一
つ
一
つ
が
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
、
ど
こ
ま
で
譲
歩
で
き
る

か
交
渉
を
迫
ら
れ
た
も
の
で

す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ち
ょ

う
ど
大
宮
温
泉
で
結
婚
式
を

挙
げ
、
新
た
な
生
活
を
始
め

た
ば
か
り
で
し
た
が
、
夜
遅

く
ま
で
残
業
す
る
日
々
が
続

い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

転
勤
族
だ
っ
た
私
は
、
残

念
な
が
ら
３０
年
後
の
自
分
宛

の
手
紙
を
書
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
開
封
し
た
と
き
、
も
し

書
い
て
い
た
ら
ど
ん
な
内
容

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
想

像
で
き
ま
せ
ん
が
、
結
婚
式

で
「
実
家
の
ス
ー
パ
ー
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
の
は
覚

え
て
い
ま
す
か
ら
、
少
な
く

と
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
書

い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
つ
て
飯
田
地
方
で
は
、
手
染
に
よ
る

着
物
作
り
が
盛
ん
で
し
た
。
江
戸
よ
り
昭

和
の
時
代
ま
で
、
全
国
有
数
の
産
地
で
し

た
。私

は
５０
余
年
、
手
染
の
型
小
紋
を
染
め

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
染
は
プ
リ
ン
タ

ー
印
刷
に
席
巻
さ
れ
、
染
は
盛
時
の
１
％

程
度
に
な
り
、
手
染
の
技
も
消
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
最
後
の
染
職
人
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

古
代
よ
り
連
綿
と
続
い
て
き
た
、
印
刷

コ
ピ
ー
と
は
違
い
の
あ
る
染
の
技
を
絶
や

さ
ぬ
た
め
に
、
才
能
あ
る
若
い
人
の
出
現

を
待
ち
、
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
小
学
生
の
孫
が
何
人
も
染
屋
さ
ん
の

仕
事
を
し
た
い
と
言
って
い
ま
す
。
こ
の
子

た
ち
の
中
に
才
能
を
見
い
だ
せ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ふくしま しんたろう

福島信太郎 さん
（上郷小６年）

ぼくは、将来外国に行ってみたいです。
理由は、日本には無い食べ物を食べた
り、見たこともない場所や、道具とかを見
てみたいからです。外国の様子は、テレビ
でしか分からないので、実際に見てみたい
です。
でも、行くためには、たくさん必要なことがあります。例え
ば英語を覚えたり、費用を貯めたりと、たくさんのことをしな
くてはいけません。なので、少しずつ努力して、外国に行くと
いう夢をかなえられるようにしたいです。
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～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私は８月4日から7日までの4日間、飯田
市のフィールドスタディに参加させていた
だきました。さまざまな場所に行き、さまざ
まな方からお話しをうかがうことができた
のですが、その中でも特に印象深かったこ
とが2つあります。
1つ目は、1日目の農家民泊です。実際に

農家の方と寝食を共にし、お話しを伺うこ
とで農家の方の飯田市への思いや実生活
を知ることができました。また、農家の方も
とても親切にしてくださり、楽しい時間を共
に過ごすことができたと思います。
2つ目は、飯田りんごんへの参加です。

地域の方がひとつになり、お祭りを盛り上
げていく過程を実際に見て、非常に感動し
たことを今でも覚えています。このような地
域の象徴ともいえるお祭りに参加し、地域
の方と同じ時間を共有できたことは、私に
とって一生の財産となりました。
短い期間ではありましたが、飯田市につ

いてさまざまなことを学び、日常では得る
ことができないであろう学びや体験をする
ことができました。この経験をこれからの学
習にも生かしていきたいと考えています。

飯田りんごん

4日間から学ぶことが
できたこと

野田優一
立命館大学政策科学部３年

（広島県広島市出身）
の ゆういち

No.５０

だ
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͢
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Π
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Һ

಄
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Έ
߹
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ͤ
ͯ
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͢
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͜
ͱ
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ଟ
い
Ͱ
͢
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ỏ
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Λ
ߦ
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ͳ

い

ྫ
が
૿
͑
ͯ
き
ͯ
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·
͢
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た
ͩ
ỏ
ਐ
ߦ
͠
た
಄
ᰍ
෦
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ん
の
ख
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େ
ख
ज़
ʹ
ͳ
る
͜

ͱ
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ଟ
͘
ỏ
ൃ


ᅞ
Լ
ো


ͳ
Ͳ
の
߹
ซ

も
͋
り
·
͢
Ố

ૣ
ظ
ड

Λ
৺
が
け
ͯ
͘
ͩ
さ

い
Ố
࣏
ྍ
の
૭
ޱ

ࣖ
ඓ
Һ


Պ
ớ
が
ん
η
ϯ
λ
ồ
ͳ
Ͳ
Ͱ


಄
ᰍ
෦
֎
Պ
Ờ
ʹ
ͳ
る
͜
ͱ
が

ଟ
い
Ͱ
͢
Ố

·
た
ỏ
Կ
Α
り
಄
ᰍ
෦
が
ん

ʹ
ͳ
Β
ͳ
い
Α
う
ʹ
ې
Ԏ
Λ
৺

が
け
ͯ
ỏ
ա

の
ҿ
ञ
Λ
ආ
け

る
Α
う
ʹ
͠
ͯ
͘
ͩ
さ
い
Ố 市立病院　耳鼻咽喉科

塚本耕二  医師

頭
頸
部
が
ん
つ
い
て

先月の 田中義訓 さん（上郷）からのリレー

ͭ
ͭ
͍

͔
ͭ
·
͞

筒
井
克
政
さ
ん
（
上
郷
）

そ
の 

１５３

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封

去
る
８
月
２６
日
、
市
制
施

行
５０
周
年
記
念
事
業
の
一
環

で
埋
設
さ
れ
て
い
た
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
が
掘
り
起
こ
さ
れ

ま
し
た
。
中
に
入
っ
て
い
た

｢２
０
１
７
年
の
あ
な
た
に
」

と
題
し
た
約
２
７
０
０
通
の

手
紙
は
、
９
月
上
旬
に
そ
れ

ぞ
れ
の
宛
名
に
郵
送
さ
れ
た

の
で
、
当
時
の
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
た
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３０
年
前
の
私
は
、
政
府
系

の
銀
行
に
勤
め
て
３
年
目
で

し
た
が
、
外
資
系
企
業
の
対

日
投
資
を
促
進
さ
せ
る
と
い

う
政
府
方
針
の
下
で
、
商
習

慣
の
異
な
る
欧
米
企
業
へ
の

融
資
実
現
に
向
け
四
苦
八
苦

し
て
い
ま
し
た
。
契
約
書
一

つ
締
結
す
る
に
も
、
そ
の
条

文
一
つ
一
つ
が
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
、
ど
こ
ま
で
譲
歩
で
き
る

か
交
渉
を
迫
ら
れ
た
も
の
で

す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ち
ょ

う
ど
大
宮
温
泉
で
結
婚
式
を

挙
げ
、
新
た
な
生
活
を
始
め

た
ば
か
り
で
し
た
が
、
夜
遅

く
ま
で
残
業
す
る
日
々
が
続

い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

転
勤
族
だ
っ
た
私
は
、
残

念
な
が
ら
３０
年
後
の
自
分
宛

の
手
紙
を
書
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
開
封
し
た
と
き
、
も
し

書
い
て
い
た
ら
ど
ん
な
内
容

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
想

像
で
き
ま
せ
ん
が
、
結
婚
式

で
「
実
家
の
ス
ー
パ
ー
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
の
は
覚

え
て
い
ま
す
か
ら
、
少
な
く

と
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
書

い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
つ
て
飯
田
地
方
で
は
、
手
染
に
よ
る

着
物
作
り
が
盛
ん
で
し
た
。
江
戸
よ
り
昭

和
の
時
代
ま
で
、
全
国
有
数
の
産
地
で
し

た
。私

は
５０
余
年
、
手
染
の
型
小
紋
を
染
め

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
染
は
プ
リ
ン
タ

ー
印
刷
に
席
巻
さ
れ
、
染
は
盛
時
の
１
％

程
度
に
な
り
、
手
染
の
技
も
消
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
最
後
の
染
職
人
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

古
代
よ
り
連
綿
と
続
い
て
き
た
、
印
刷

コ
ピ
ー
と
は
違
い
の
あ
る
染
の
技
を
絶
や

さ
ぬ
た
め
に
、
才
能
あ
る
若
い
人
の
出
現

を
待
ち
、
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
小
学
生
の
孫
が
何
人
も
染
屋
さ
ん
の

仕
事
を
し
た
い
と
言
って
い
ま
す
。
こ
の
子

た
ち
の
中
に
才
能
を
見
い
だ
せ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ふくしま しんたろう

福島信太郎 さん
（上郷小６年）

ぼくは、将来外国に行ってみたいです。
理由は、日本には無い食べ物を食べた
り、見たこともない場所や、道具とかを見
てみたいからです。外国の様子は、テレビ
でしか分からないので、実際に見てみたい
です。
でも、行くためには、たくさん必要なことがあります。例え
ば英語を覚えたり、費用を貯めたりと、たくさんのことをしな
くてはいけません。なので、少しずつ努力して、外国に行くと
いう夢をかなえられるようにしたいです。

ͱ
͏
͚
͍

;
͘
ͼ
͜
う

͜
う
͘
う

い
ん
ͱ
う

͜
う
ͱ
う

が
い
͡

͡
Ỷ
う
が
͘

ͥ
ͭ

͘
う
ͯ
い

͡
Ỷ
う
い
ん
ͱ
う

ͪ
ゅ
う

い
ん
ͱ
う

͔
い
ん
ͱ
う

͜
う

ͱ
う

͡
͔
ͤ
ん

が
ỳ
͔

ͤ
ん

͜
う

͑
ん
͛

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私は８月4日から7日までの4日間、飯田
市のフィールドスタディに参加させていた
だきました。さまざまな場所に行き、さまざ
まな方からお話しをうかがうことができた
のですが、その中でも特に印象深かったこ
とが2つあります。
1つ目は、1日目の農家民泊です。実際に

農家の方と寝食を共にし、お話しを伺うこ
とで農家の方の飯田市への思いや実生活
を知ることができました。また、農家の方も
とても親切にしてくださり、楽しい時間を共
に過ごすことができたと思います。
2つ目は、飯田りんごんへの参加です。

地域の方がひとつになり、お祭りを盛り上
げていく過程を実際に見て、非常に感動し
たことを今でも覚えています。このような地
域の象徴ともいえるお祭りに参加し、地域
の方と同じ時間を共有できたことは、私に
とって一生の財産となりました。
短い期間ではありましたが、飯田市につ

いてさまざまなことを学び、日常では得る
ことができないであろう学びや体験をする
ことができました。この経験をこれからの学
習にも生かしていきたいと考えています。

飯田りんごん

4日間から学ぶことが
できたこと

野田優一
立命館大学政策科学部３年

（広島県広島市出身）
の ゆういち

No.５０

だ



ローンセンター名古熊
70120-841-160

●広報いいだ　6月

営業時間●平日11：00～19：00、土・日9：00～17：00
休 業 日●土・日以外の祝日、8月13日～16日、年末年始飯田市鼎名古熊2514-1（しんきん名古熊支店建物内）※キッズルーム完備

第2・第4日曜日（要予約）
各種ご相談も承ります

年金相談 平日は夜7時まで営業 土・日も営業いたします

しんきんローンセンターは、各種ローンの専門店です。現在しんきんとお取引のない方もお気軽にお立ち寄りください。
住宅建設業のみなさまもお気軽にご相談ください。

ローンのことなら何でもご相談ください
しんきんは、多彩な商品、サービスで、あなたの生活を力強く応援します
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池
内
了
氏
講
演
会
、

「
触
れ
る
地
球
」
体
験
会

　
飯
田
市
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
、
地
域
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
や
そ
の

普
及
を
促
進
し
て
お
り
、
飯
田

市
役
所
庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い

る
太
陽
光
発
電
事
業
の
売
電
収

益
を
地
域
へ
還
元
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、

今
年
で
２
年
目
と
な
る
飯
田
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
学
の
特
別
企

画
と
し
て
、「
地
球
環
境
を
考

え
る
講
演
会
」
と
「
デ
ジ
タ
ル

地
球
儀
の
体
験
会
」
を
行
い
ま

す
。
参
加
無
料
で
す
。

▼
期
日　
１０
月
２９
日
㈰

▼
場
所

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
演
会

○
時
間

　
午
後
２
時
〜
３
時
５０
分

○
題
目

　
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
環
境

○
講
師

池
内
了
さ
ん
（
宇
宙
物
理
学

者
、
理
学
博
士
）

○
対
象
者

　
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

○
定
員　
２
０
０
人
程
度

▼
デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
「
触
れ
る

地
球
」
体
験
会

○
時
間

　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
１
時
５０
分
、

　
午
後
４
時
〜
５
時

※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
車
で
お
越
し
の

方
は
、
可
能
な
限
り
乗
り
合

わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー

株
式
会
社

☎
０
２
６
５（
５
６
）３
７
１
１

大
平
峠
県
民
の
森

紅
葉
ま
つ
り

　
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ
た
県

民
の
森
で
、
美
し
い
紅
葉
と
雄

大
な
眺
望
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

家
族
で
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン
グ
や

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
演
奏
、
ジ
ビ

エ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
１０
月
２１
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

児
童
手
当

１０
月
期
分
の
支
払
い

　
児
童
手
当
受
給
者
に
児
童
手

当
の
１０
月
支
給
分
（
６
月
分
〜

９
月
分
）
を
振
り
込
み
ま
す
。

▼
振
込
日

　
１０
月
１１
日
㈬

※
６
月
中
に
提
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
し
た
「
児
童
手
当
・

特
例
給
付
現
況
届
」
に
つ
い

て
、
未
提
出
ま
た
は
添
付
書

類
不
備
の
方
に
再
度
通
知
を

発
送
し
て
い
ま
す
が
、
期
限

ま
で
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当

が
支
給
差
し
止
め
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
現
況
届
が

提
出
さ
れ
れ
ば
、
提
出
の
翌

月
以
降
に
差
し
止
め
た
分
の

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
家
庭
係

　
内
線
５
７
４
３

▼
場
所　
大
平
峠
県
民
の
森

▼
持
ち
物

汁
物
用
の
椀
と
箸
、
お
に
ぎ

り
な
ど
の
昼
食
、
飲
み
物
、

雨
具
、
ハ
イ
キ
ン
グ
支
度
な

ど
※
雨
天
中
止
で
す
。

※
伊
賀
良
公
民
館
か
ら
午
前
７

時
４０
分
に
送
迎
の
バ
ス
が
出

ま
す
。
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
先
着
順
の
予
約

制
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
伊
賀
良
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
５
）７
３
１
１

歴
史
研
究
所
の
移
転
が

完
了
し
ま
し
た

　
９
月
２０
日
㈬
よ
り
通
常
ど
お

り
開
所
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▼
住
所

〒
３
９
５
―
０
８
０
３

鼎
下
山
５
３
８

（
旧
鼎
東
保
育
園
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０



区分 路線 閉鎖停留所 臨時停留所

中央通り３丁目 通り町２・３丁目交差点付近

中央通り１丁目 閉鎖

伝馬町１丁目 中部電力前

中央通り３丁目 通り町：いちよし証券前

中央通り１丁目 閉鎖

伝馬町１丁目 中部電力前

遠山郷線（和田→飯田） 中央広場 主税町：オキナヤ横

中央通り３丁目 通り町２・３丁目交差点付近

中央広場

中央通り３丁目 通り町２・３丁目交差点付近

中央広場

中央広場 主税町：オキナヤ横

中央通り３丁目 通り町：いちよし証券前

主税町：県合同庁舎前
（アストロボウル横）

主税町：県合同庁舎前
（アストロボウル横）広

域
バ
ス

市
民
バ
ス

駒場線

（市立病院経由飯田行き）

駒場線

（市立病院経由駒場行き）

遠山郷線

（飯田→和田）

循環線

（右回り）

循環線

（左回り）
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第
２５
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
７
㏌
遠
州

　
地
域
住
民
、
大
学
・
研
究
機

関
、
経
済
界
お
よ
び
行
政
が
一

堂
に
会
し
、「
２
５
０
万
流
域

都
市
圏
、
自
立
へ
の
喚
起
〜
新

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
〜

（
仮
）」
を
テ
ー
マ
に
、
全
体

会
、
分
科
会
お
よ
び
報
告
会
を

行
い
、
三
遠
南
信
地
域
の
連
携

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

　
１０
月
３０
日
㈪

　
午
後
１
時
４０
分
〜

（
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
午
前

１０
時
か
ら
）

▼
場
所

オ
ー
ク
ラ
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
浜
松
（
浜
松
市
中
区
板

屋
町
１
１
１
―
２
）、
ア
ク

ト
シ
テ
ィ
浜
松
コ
ン
グ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
（
浜
松
市
中
区
板

屋
町
１
１
１
―
１
）

▼
問
い
合
わ
せ

三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
会
議
（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）

事
務
局
（
浜
松
市
企
画
調
整

部
企
画
課
内
）　

☎
０
５
３（
４
５
７
）２
２
４
２

南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ
ス

バ
ス
運
行
経
路
の
変
更

　
第
１０
回
南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
交
通
規
制
に
よ

り
、
バ
ス
の
運
行
経
路
が
一
部

変
更
さ
れ
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
変
更
日
時

　
１０
月
１５
日
㈰

第
１０
回
南
信
州
獅
子
舞

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  

第
１０
回
南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
２７
団
体
に
よ

る
獅
子
舞
と
、
２
団
体
に
よ
る

太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
る
ほ

か
、
第
８
回
創
作
獅
子
舞
コ
ン

ク
ー
ル
、
獅
子
舞
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
７
も
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
１０
月
１５
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
３０
分

▼
場
所

中
央
通
り
１
〜
４
丁
目
、
多

目
的
広
場
（
プ
ー
ル
跡
地
）

▼
交
通
規
制
時
間

　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

▼
交
通
規
制
区
間

　
中
央
通
り
１
〜
４
丁
目

※
中
央
通
り
２
・
３
丁
目
交
差

点
は
通
行
で
き
ま
す
。

▼
臨
時
駐
車
場

県
合
同
庁
舎
、
追
手
町
小
学

校
、
飯
田
東
中
学
校
が
利
用

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
観
光
課

　
内
線
４
６
６
５

南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

▼
変
更
の
対
象
バ
ス
路
線

○
市
民
バ
ス
循
環
線

○
広
域
バ
ス

　
遠
山
郷
線
、

　
駒
場
線

▼
運
行
経
路

　
左
表
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ

　
リ
ニ
ア
推
進
課

　
公
共
交
通
係

　
内
線
３
３
１
１
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特
別
資
料
展
「
飯
田
線
辰

野
〜
豊
橋
全
通
８０
周
年
」

　
市
制
８０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
飯
田
線
の
歴
史
や
伊
那
谷

の
交
通
の
移
り
変
わ
り
、
飯
田

線
に
込
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い

を
紹
介
す
る
展
示
会
お
よ
び
展

示
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▼
展
示
期
間

　
１０
月
２８
日
㈯
〜

　
１１
月
５
日
㈰

▼
場
所

中
央
図
書
館

１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
２
階

研
修
室

▼
展
示
内
容

飯
田
線
年
表
と
主
な
で
き
ご

と
、
関
連
人
物
紹
介
、
電
車

の
模
型
や
写
真
、
飯
田
線
関

連
物
品
な
ど

※
図
書
館
内
に
、
飯
田
線
の
駅

が
辰
野
、
豊
橋
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
線
路
で
繋
が
っ
て
伸
び
て

い
ま
す
。
１０
月
２８
日
㈯
に
全

通
予
定
で
す
。

▼
展
示
説
明
会

　
１０
月
２８
日
㈯

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ

　
中
央
図
書
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

赤
い
羽
根
共
同
募
金

ご
協
力
の
お
願
い

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
民

間
の
社
会
福
祉
事
業
を
支
援
す

る
た
め
の
募
金
と
し
て
「
社
会

福
祉
法
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　
１０
月
１
日
㈰
〜
１２
月
３１
日
㈰

○
昨
年
、
飯
田
市
に
お
い
て
は

１
５
３
２
万
円
余
の
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
お
寄
せ
い
た
だ
く
寄
付
金
は
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど
の

地
域
福
祉
活
動
の
充
実
を
は

じ
め
、
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
に
関
す
る
福
祉
事
業
、

民
設
公
園
の
遊
具
修
繕
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
活
動

の
支
援
、
小
中
学
校
の
福
祉

教
育
、
災
害
時
の
積
立
な
ど

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
今
年
も
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
共
同
募
金
会

飯
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事

務
局
（
飯
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０

第
２
回
南
信
州

森
の
市
開
催

　
健
全
な
里
山
づ
く
り
と
間
伐

材
の
有
効
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
第
２
回
南
信
州
森
の
市
を

開
催
し
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
１０
月
２９
日
㈰

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

木
材
流
通
セ
ン
タ
ー
ほ
う

り
ん
（
下
伊
那
郡
喬
木
村

４
０
０
―
１
６
１
）

▼
内
容

○
展
示
販
売

木
工
ク
ラ
フ
ト
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど

○
市
民
活
動
Ｐ
Ｒ
展
示

○
地
域
材
に
よ
る
家
づ
く
り
相

談
コ
ー
ナ
ー

○
安
全
講
習
会

林
業
機
械
の
安
全
な
使
用
方

法
に
つ
い
て

○
体
験
、
実
演

木
製
の
表
札
づ
く
り
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
製
材
の
実
演
な
ど

※
来
場
者
の
方
に
先
着
で
キ
ノ

コ
汁
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
飯
伊
森
林
組
合

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
６
０
４

○
林
務
課

☎
０
２
６
５（
２
４
）４
５
６
７

飯
田
線
に
乗
っ
て
古
墳

を
見
に
行
こ
う
！

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
Ｊ

Ｒ
飯
田
線
に
乗
っ
て
、
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
飯
田
古
墳
群
を

中
心
に
し
て
各
地
区
に
あ
る
古

墳
を
見
学
を
す
る
コ
ー
ス
を
作

り
ま
し
た
。

　
考
古
博
物
館
、
美
術
博
物
館
、

考
古
資
料
館
に
コ
ー
ス
案
内
と

地
図
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 　
こ
の
コ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
、

１０
月
２１
日
㈯
に
古
墳
の
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
コ

ー
ス
案
内
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
上
郷
考
古
博
物
館

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

古
墳
見
学



外国人の皆さんと言葉や習慣の違い

を理解し合いながら交流し、お互いを地

球市民として尊重し、多文化共生を目指

している非営利の民間団

体です。

個人でも団体でも、国籍

を問わず入会できます。

ぜひご入会ください。

飯田国際交流推進協会とは？

開催日 開催時間 開 催 場 所対象地域

１１月１７日

（金）

１１月２０日

（月）

１１月２１日

（火）

９：４０～
１１：４０

阿南町

阿南文化会館

阿南町
下條村
売木村
天龍村
泰阜村

１３：３０～
１５：３０

飯田文化会館

飯田市
（源泉徴収義務者名
な行～わ行）

松川町
高森町
喬木村
豊丘村
大鹿村

１３：３０～
１５：３０

飯田市
（源泉徴収義務者名
あ行～た行）

阿智村
平谷村
根羽村

阿智村
コミュニティ館
２階ホール

１３：３０～
１５：３０

飯田市公式
 フェイスブック
飯田市公式
 フェイスブック

「広報いいだ」「広報いいだ」「広報いいだ」
市政情報や市の魅力を
飯田女子短期大学の学生
レポーター「いいレポ☆」の
メンバーと協働で発信中!!
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多
文
化
共
生

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
地
域
を
目
指
す
上
で
、

我
々
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
何
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
教
育
、

医
療
、
職
場
、
地
域
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
多
文
化
共

生
の
実
践
を
通
じ
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
第
２
回
は
「
市
民

が
考
え
る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
多
文
化
共
生
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
１０
月
２９
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
３
階
会
議
室

▼
講
演

○
テ
ー
マ

交
流
と
学
び
で
創
る
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り

〜
多
文
化
共
生
と
「
田
舎
へ

還
ろ
う
」
を
結
ぶ
〜

○
講
師

木
下
巨
一
さ
ん
（
長
野
県
教

育
委
員
会
文
化
財
・
生
涯
学

習
課
企
画
幹
）

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
論
者
（
予
定
）


萱
垣
充
英
さ
ん
（
（社福）
萱
垣
会

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
ゆ
め
の
郷

施
設
長
）


賜
美
和
さ
ん
（
丸
山
小
学
校

教
諭
）


半
崎
ひ
ろ
み
さ
ん
（
山
本
在

住
）


秦
文
映
（
市
立
病
院
庶
務

課
）


久
保
田
晋
伍
（
山
本
公
民
館

年
末
調
整
説
明
会

　
飯
田
税
務
署
で
は
、
管
内
の

源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
、

給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調
整

説
明
会
を
次
の
日
程
に
よ
り
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場
な
ど

　
左
表
の
と
お
り

※
都
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
会

場
に
出
席
で
き
な
い
場
合
に

は
、
他
の
会
場
に
出
席
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

※
事
前
に
飯
田
税
務
署
か
ら

「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
な

ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い

た
方
は
、
説
明
会
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
税
務
署　

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
５

※
自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。

主
事
）

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

本
田
守
彦
さ
ん
（
飯
田
国
際

交
流
推
進
協
会
副
会
長
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課
内

飯
田
国
際
交
流
推
進
協
会
事

務
局

☎
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０



Q
R
コ
ー
ド 

⇩

Q
R
コ
ー
ド 

⇩

Q
R
コ
ー
ド 

⇩

月～金曜日
土曜日

８：３０～１９：００
９：００～１３：００

水道料金お客様センタ―水道料金お客様センタ―水道料金お客様センタ―
営 業 時 間

水道料金お客様センタ―
営 業 時 間

水道料金お客様センタ―
営 業 時 間

※年末年始と祝祭日を除く

☎０２６５（２１）１１３２

水道料金お客様センター
いい み ず
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メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

シ
ス
テ
ム
変
更

　
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
い

い
だ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」
お

よ
び
「
農
業
情
報
メ
ー
ル
」
に

つ
い
て
、
１０
月
１
日
㈰
か
ら
新

シ
ス
テ
ム
で
の
配
信
と
な
り
ま

す
。

　
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
そ
の
ま
ま
お
使
い
い
た
だ
け

ま
す
が
、
現
在
未
登
録
で
新
規

登
録
す
る
場
合
は
、
次
の
手
順

に
よ
り
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
順

①
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
ま
た

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
直

接
入
力
し
、
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

○
い
い
だ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル


火
災
情
報

t-iida-kasai@sg-m.jp


緊
急
情
報
（
事
件
・
事
故
情

報
、
不
審
者
情
報
、
気
象
・

災
害
警
報
、
行
方
不
明
者
情

報
な
ど
）

t-iida-ansin@sg-m.jp

○
農
業
情
報
メ
ー
ル
（
農
作
物

自
然
災
害
情
報
、
農
作
物
等

被
害
対
策
情
報
、
家
畜
防
疫

情
報
な
ど
）

t-iida
@sg-m.jp

 

②
返
信
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
、

記
載
さ
れ
た
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ

に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用
規
約

に
同
意
の
上
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
登
録
上
の
注
意

○
す
べ
て
の
情
報
が
必
要
な
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

○
携
帯
電
話
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
設
定
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
メ
ー
ル
を

受
信
拒
否
し
て
い
る
場
合
は
、

city.iida.nagano.jp

を
受
信

し
た
い
メ
ー
ル
ド
メ
イ
ン
の

項
目
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き
メ
ー
ル
の
受
信

を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
シ
ス
テ
ム
で
の
配
信
開
始

は
１０
月
１
日
㈰
か
ら
と
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
い
い
だ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル

に
つ
い
て

総
務
文
書
課

情
報
シ
ス
テ
ム
係

内
線
２
１
２
８

○
農
業
情
報
メ
ー
ル
に
つ
い
て

　
農
業
課

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

美
博
の
春
草
講
座

　
春
草
が
東
京
美
術
学
校
の
授

業
で
描
い
た
模
写
や
写
生
か
ら
、

若
き
春
草
が
ど
の
よ
う
な
課
題

で
制
作
に
臨
ん
だ
の
か
を
探
り

ま
す
。

▼
テ
ー
マ

作
画
へ
の
道
す
じ
１

―
初
期
の
歴
史
画
―

▼
日
時

　
１０
月
１１
日
㈬

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

小
島
淳
（
美
術
博
物
館
学
芸

員
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
文
化
講
座

　
中
心
市
街
地
の
裏
界
線
に
は
、

飯
田
大
火
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
遺

る
土
蔵
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

裏
界
線
を
巡
り
な
が
ら
、
土
蔵

の
も
つ
文
化
的
価
値
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

飯
田
町
の
景
観
と
土
蔵
を
み

て
歩
く
（
見
学
会
）

▼
日
時

　
１０
月
１５
日
㈰

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▼
集
合
場
所

　
美
術
博
物
館
正
面
玄
関
前

▼
解
説

中
山
京
子
（
美
術
博
物
館
専

門
研
究
員
）

▼
定
員　
２０
人

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

▼
申
込
締
切　
１０
月
１３
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
特
別
陳
列
講
座

　

大
瀬
木
出
身
の
南
画
家
、

佐さ
た
け
ほ
う
へ
い

竹
蓬
平
の
没
後
２
１
０
年
に

あ
た
り
、
近
年
、
人
気
の
高
ま

っ
て
い
る
そ
の
作
品
に
つ
い
て

見
て
い
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

佐
竹
蓬
平
の
い
ま
―

深
ま
り
ゆ
く
画
境

▼
日
時

　
１０
月
２９
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

槇
村
洋
介
（
美
術
博
物
館
学

芸
員
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８



秋の胸部レントゲン検診（間接撮影）のお知らせ
（結核・肺がん検診）

今回は４月～６月に行った春の胸部レントゲン検診（間接撮影）を受けていない方を

対象に行います。

この検診は結核検診も兼ねています。６５歳以上の方は、結核予防のために、年１回受ける必要がありま

す。レントゲン車が裏面１６ページの日程で地区を巡回しますので、都合のよい会場で受診してください。

【問い合わせ】　保健課（りんご庁舎）　保健指導係　　　☎０２６５（２２）４５１１　内線５３０４

○飯田市に居住する今年度６５歳以上の方（昭和２８年４月１日以前に生まれた方）

　（検診料は無料です）

※ただし、次に該当する方は受診する必要はありません。

　・春にこの検診（レントゲン間接撮影）を受けた方。今年度肺のヘリカルＣＴ検査を受けた方。

　・会社、事業所などで受診した方、またはその予定のある方

　・半年以内に病院など医療機関で胸部レントゲンを撮影している方、またその予定のある方。

　・現在結核患者として登録されている方。

　・肺の病気で治療中、経過観察中の方。以前肺の病気で手術をした方は主治医にご相談ください。

１.対象となる方

○受診カードは太枠の中に氏名・住所（番地まで）・生年月日・

電話番号など必要事項を記入し、検診会場へお持ちくださ

い。１人１枚です。

○受診カードは検診会場にもありますのでご利用ください。

３.受診カード

○裏面１６ページの日程表により、レントゲン車が地区内を巡回します。

○居住地区に関係なく、どの会場でも受診できますので、時間内にお出かけください。

４.日　程

○検診結果は約１カ月半後に郵送でお知らせします。

５.結　果

６５歳以上の方を対象　とした胸部レントゲン検診（間接撮影）を実施します。

ばん そう こう

○上半身、Ｔシャツまたは薄目の肌シャツ１枚での撮影となります。

○ブラジャー・ネックレス・磁気の絆創膏などは、はずしてください。

○レントゲン車の中は狭いため、着替えしやすい服装でお出かけ

ください。

２.撮影する時の服装

受診カードおよび巡回日程表は裏面１６ページにあります。

最近６カ月以内の血痰や長引く咳など、気になる症状のある方は医療機関を受診して下さい。
けったん

※Tシャツまたは薄目の肌シャツ１枚で
　ボタンやチャック（プラスチック、金物）のないもの。

※胸部に装飾のあるTシャツなどは、避けてください。
※ブラジャー・ネックレスははずしてください。
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※
検
診
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
内
で
行
い
ま
す

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ リ ト リ セ ンキ リ ト リ セ ン

（
時
間
は
２
４
時
間
表
示
）

※
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
、
受
診
カ
ー
ド
記
載
事
項
な
ど
、
当
該
検
診
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
※
受
診
カ
ー
ド
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
本
人
同
意
を
受
け
た
も
の
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
２
９
年
度
　秋
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　９
：
３
０
～
１０
：
０
０

１０
：
３
０
～
１１
：
３
０

１３
：
２
０
～
１４
：１
０

１４
：
４
０
～
１５
：
３
０

　９
：
３
０
～
１０
：１
０

１０
：
４
０
～
１１
：１
０

座
光
寺
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

鼎
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

（
鼎
保
健
セ
ン
タ
ー
）

飯
田
東
中
学
校

（
生
徒
昇
降
口
側
）

上
郷
考
古
博
物
館

（
上
郷
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
臨
時
事
務
所
）

竜
丘
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

龍
江
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

１３
：
０
０
～
１３
：
２
０

１３
：
５
０
～
１４
：１
０

１４
：
４
０
～
１５
：１
０

　９
：
３
０
～
１０
：１
０

１０
：
４
０
～
１１
：
０
０

千
代
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

上
久
堅
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

下
久
堅
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

上
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１４
：
０
０
～
１４
：
５
０

１５
：
２
０
～
１５
：
４
０

　９
：１
０
～
１０
：１
０

１０
：
５
０
～
１１
：
２
０

１３
：
０
０
～
１３
：
２
０

１３
：
５
０
～
１４
：
５
０

松
尾
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

川
路
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
 

飯
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

山
本
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
 

三
穂
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

伊
賀
良
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

１０
月
１７
日
㈫

１０
月
１８
日
㈬

月
　日

時
　間

会
　場

１０
月
１８
日
㈬

１０
月
１９
日
㈭

月
　日

時
　間

会
　場

１０
月
１９
日
㈭

１０
月
２
０
日
㈮

月
　日

時
　間

会
　場

①
せ
き
や
た
ん
が
１
カ
月
以
上
続
い
て
い
る

　

あ
る
　　
　　
　 
な
い

③
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
い
つ
頃
撮
り
ま
し
た
か

　

昨
年
　　
　　
　 
２
年
以
上
前

②
た
ん
に
血
の
よ
う
な
も
の
が
６
カ
月
以
内

に
出
た
こ
と
が

　

あ
る
　　
　　
　 
な
い

④
た
ば
こ
を


吸
っ
て
い
る
　　
　 
吸
っ
て
い
な
い


吸
っ
た
こ
と
が
あ
る

⑤
吸
っ
て
い
る
人
や
吸
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は

１
日

本
位

年
間

年
位
前
ま
で
）

（

飯
田
市

番
地

平
成
２
９
年
度

該
当
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

に
は
数
値
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

住
所

地
区

名

（
例
）
鼎
・
竜
丘

受
診
者
氏
名

ふ
り
が
な

生
年
月
日

電
話
番
号

フ
ィ
ル
ム
番
号

飯
田
市
保
健
課

〒 大
正

昭
和

年
　　
　　
　　
　　
　　
 月
　　
　　
　　
　　
　　
 日
生男 ・ 女

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
（
間
接
撮
影
）

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

※
太
枠
の
中
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 
  
※
当
日
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
問
　診
　票

問
　診
　票

受
診
カ
ー
ド

平
成
２
９
年
度
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
（
間
接
撮
影
）

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

※
太
枠
の
中
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 
  
※
当
日
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
診
カ
ー
ド

撮
影
年
月
日

①
せ
き
や
た
ん
が
１
カ
月
以
上
続
い
て
い
る

　

あ
る
　　
　　
　 
な
い

③
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
い
つ
頃
撮
り
ま
し
た
か

　

昨
年
　　
　　
　 
２
年
以
上
前

②
た
ん
に
血
の
よ
う
な
も
の
が
６
カ
月
以
内

に
出
た
こ
と
が

　

あ
る
　　
　　
　 
な
い

④
た
ば
こ
を


吸
っ
て
い
る
　　
　 
吸
っ
て
い
な
い


吸
っ
た
こ
と
が
あ
る

⑤
吸
っ
て
い
る
人
や
吸
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は

１
日

本
位

年
間

年
位
前
ま
で
）

（

飯
田
市

番
地

該
当
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

に
は
数
値
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

住
所

地
区

名

（
例
）
鼎
・
竜
丘

受
診
者
氏
名

ふ
り
が
な

生
年
月
日

電
話
番
号

フ
ィ
ル
ム
番
号

飯
田
市
保
健
課

〒 大
正

昭
和

年
　　
　　
　　
　　
　　
 月
　　
　　
　　
　　
　　
 日
生男 ・ 女

撮
影
年
月
日
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く
ら
し
に
役
立
つ
法
律

の
は
な
し

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

民
事
介
入
暴
力
の
ト
ラ
ブ
ル

と
対
策
〜
裁
判
事
例
や
契
約

書
例
を
交
え
て
〜

▼
日
時

　
１０
月
２０
日
㈮

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼
講
師

松
澤
崇
志
弁
護
士
（
松
澤
法

律
事
務
所
）

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

美
博
の
自
然
講
座
１

　
長
野
県
か
ら
岐
阜
県
に
か
け

て
広
が
る
濃の

う
ひ
り
ゅ
う
も
ん
が
ん

飛
流
紋
岩
は
、
白

亜
紀
末
の
大
規
模
な
火
山
活
動

で
で
き
ま
し
た
。
恐
竜
絶
滅
と

か
ら
め
て
、
こ
の
大
規
模
な
火

山
活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
聴
講
無
料
で
ど
な
た
で
も
参

美
博
の
自
然
講
座
２

　
生
態
系
の
頂
点
に
あ
る
猛も

う
き
ん禽

類る
い

（
ワ
シ
・
タ
カ
類
）
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
聴
講
無
料
で
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

猛
禽
類
の
生
息
環
境
と
保
護

対
策

▼
日
時

　
１０
月
１４
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

林
正
敏
さ
ん
（
日
本
野
鳥
の

　
平
成
２９
年
度
の
テ
ー
マ
「
日

本
美
術
鑑
賞
」
の
第
３
講
で
す
。

菱
田
春
草
の
時
代
の
洋
画
に
つ

い
て
、
作
品
を
通
し
て
み
て
い

き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　
春
草
の
時
代
の
洋
画
界

▼
日
時

　
１０
月
１５
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

横
山
勝
彦
さ
ん
（
金
沢
美
術

工
芸
大
学
大
学
院
専
任
教

授
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
美
術
講
座

加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

恐
竜
を
絶
滅
さ
せ
た
（
？
）

大
規
模
火
山
活
動
〜
濃
飛
流

紋
岩
の
す
が
た
〜

▼
日
時

　
１０
月
７
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

小
井
土
由
光
さ
ん
（
岐
阜
大

学
名
誉
教
授
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

会
諏
訪
支
部
長
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

「
わ
が
町
の
建
築
史
ゼ

ミ
」
開
講

　
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
的
環
境
に
恵
ま
れ
た

伊
那
谷
の
住
ま
い
に
着
目
し
、

人
々
の
住
ま
い
の
移
り
変
わ
り

の
歴
史
と
、
ま
ち
や
里
、
山
村

な
ど
多
様
な
場
所
に
立
地
す
る

住
ま
い
を
取
材
し
、
一
冊
の
冊

子
に
ま
と
め
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

く
ら
し
と
す
ま
い
「
伊
那
谷

の
住
宅
史
」

▼
日
時

○
初
回
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
１０
月
２６
日
㈭

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

○
第
２
回
以
降

　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

▼
場
所　
旧
飯
田
測
候
所

※
歴
史
研
究
所
研
修
室
で
行
う

回
も
あ
り
ま
す
。

▼
講
師

樋
口
貴
彦
（
歴
史
研
究
所
研

究
員
）
ほ
か

▼
申
込
方
法

事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
氏
名
と
電
話
番
号
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

歴
史
研
究
所

地
域
史
講
座

　
大
正
期
の
飯
田
町
は
近
代
化

に
伴
う
人
口
急
増
に
よ
り
、
伝

染
病
な
ど
の
衛
生
環
境
の
深
刻

化
、
さ
ら
に
小
学
校
拡
充
や
町

立
飯
田
商
業
学
校
の
創
設
な
ど

の
教
育
課
題
も
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
飯
田
町
は
こ
う
し
た
都
市

問
題
に
い
か
な
る
対
応
を
と
り
、

地
方
自
治
を
発
展
さ
せ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

▼
テ
ー
マ

大
正
期
・
飯
田
町
の
都
市
問

題
と
行
財
政
〜
飯
田
・
上
飯

田
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
５
〜

▼
日
時　
１０
月
２８
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

飯
田
市
役
所

Ｃ
棟
３
階
会
議
室

▼
講
師

田
中
雅
孝
（
歴
史
研
究
所
調

査
研
究
員
）　

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０



http://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
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飯
田
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

　
長
野
県
が
設
置
運
営
す
る
公

共
職
業
能
力
開
発
施
設
で
あ
る

飯
田
技
術
専
門
校
で
は
、
平
成

３０
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
（
推

薦
試
験
）
し
ま
す
。

　
飯
田
技
術
専
門
校
で
は
、
職

業
に
必
要
な
基
礎
的
技
術
と
技

能
お
よ
び
関
連
知
識
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
産
業
人
と
し
て
の
心

構
え
を
習
得
し
、
広
く
社
会
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
学
科
・
定
員

○
自
動
車
整
備
科
（
２
年
制
）

　
定
員
２０
人

　
（
推
薦
募
集
１０
人
）

○
木
造
建
築
科
（
１
年
制
）

　
定
員
２０
人

　
（
推
薦
募
集
１０
人
）

▼
応
募
受
付
期
間

　
１０
月
２
日
㈪
〜
２０
日
㈮

▼
試
験
日　
１０
月
３０
日
㈪

▼
試
験
場
所

　
飯
田
技
術
専
門
校

▼
合
格
発
表
日　
１１
月
６
日
㈪

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

　
飯
田
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
０
６
７

ぎ
や
ま
ん
工
房

と
ん
ぼ
玉
づ
く
り

　
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
古
墳
か

ら
出
土
す
る
ガ
ラ
ス
製
の
玉

を「
と
ん
ぼ
玉
」
と
呼
び
ま
す
。

と
ん
ぼ
玉
を
昔
の
作
り
方
で
作

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
多
少
の
コ

ツ
を
つ
か
め
ば
誰
で
も
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　
１０
月
１４
日
㈯

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▼
場
所

　
上
郷
考
古
博
物
館

▼
対
象

小
学
校
高
学
年
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員　
２４
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
を
優
先
と
し
て
抽
選

を
行
い
ま
す
。

▼
参
加
費　
３
０
０
円

※
展
示
観
覧
料
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）、
電
話
番
号
、
参
加
経

験
の
有
無
を
明
記
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
１０
月
７
日
㈯
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
上
郷
考
古
博
物
館

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
６

kouko@iida-museum.org

伊
那
谷
の
自
然
と
文
化

学
び
あ
い
講
座

　
伊
那
谷
に
住
む
者
と
し
て
知

っ
て
お
き
た
い
、
次
の
世
代
に

伝
え
た
い
、
自
然
や
文
化
な
ど

の
特
徴
や
魅
力
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
入
門
者
向
け
の

や
さ
し
い
講
座
で
す
。
聴
講
無

料
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

　
今
年
度
第
１
回
は
、
郷
土
の

先
人
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
日

本
の
近
代
化
は
政
治
経
済
、
産

業
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
飯
田

に
ゆ
か
り
が
あ
る
人
物
が
活
躍

し
て
お
り
、
日
本
の
発
展
に
寄

与
し
ま
し
た
。

▼
テ
ー
マ

伊
那
谷
か
ら
近
代
を
拓
く

―
飯
田
の
偉
人
―

▼
日
時

　
１０
月
２５
日
㈬

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

槇
村
洋
介
（
美
術
博
物
館
学

芸
員
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

文
化
財
保
護
係

内
線
３
７
５
４

　
障
が
い
者
等
居
宅
生
活
サ
ポ

ー
タ
ー
と
は
、
６５
歳
未
満
で
障

が
い
の
あ
る
方
に
、
一
時
的
な

介
護
や
自
立
体
験
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
く
方
で
す
。

　
な
お
、
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
後
、

利
用
者
宅
な
ど
に
派
遣
さ
れ
た

場
合
は
、
飯
伊
圏
域
障
が
い
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
報
酬

（
１
時
間
８
０
０
円
〜
）
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

▼
対
象

　
次
の
用
件
を
満
た
す
方

○
飯
伊
地
域
に
お
住
ま
い
で
、

全
講
座
を
受
講
で
き
る
１８
歳

以
上
の
方

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧

ヘ
ル
パ
ー
資
格
２
級
）
修
了

者
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
方

▼
日
程

１１
月
１０
日
㈮
、

１３
日
㈪
〜
１５
日
㈬
の
４
日
間

▼
場
所

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

▼
内
容

○
１０
日
、
１３
日
／
講
義

○
１４
日
・
１５
日
／
施
設
見
学

▼
持
ち
物　
お
弁
当

▼
受
講
料

　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

▼
定
員　
３０
人

▼
申
込
方
法

福
祉
課
と
飯
伊
圏
域
障
が
い

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
用

意
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
場
所
に
来
所
が
困
難
な
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
１１
月
２
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
伊
圏
域
障
が
い
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
（
さ
ん
と
ぴ
あ

飯
田
１
階
）

☎
０
２
６
５（
２
４
）３
１
８
２

障
が
い
者
等
居
宅
生
活

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座



開催日

交通規制時間

交通規制区間

主なイベント

問い合わせ

１０月の歩行者天国は、
「第１０回南信州獅子舞フェ
スティバル」にあわせ、橋南
連合青壮年会主催「りんご
並木天国」を開催
します。
丘の上にぜ

ひ足をお運び
ください。

※雨天決行

商業・市街地活性課
内線４６５１

１０月１５日（日）

午前８時～午後５時

りんご並木、本町１丁目
（知久町～中央通り）

※本町とりんご並木の交差点は、
車で通行することができません。

（午前１０時～午後４時）
◎フリーマーケット
◎秋の縁日広場
◎バザー
◎五平餅、駄菓子、
フランクフルトなどの販売
◎オープンカフェ
※天候により催しの内容を
変更する場合があります。

◎フリーマーケット

結いターンキャリアデザイン室
イメージキャラクター

「ゆいたん」

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室 内線３５１２
http://www.city.iida.lg.jp/site/yuiturn/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
申
込
方
法
、
入
居
方
法
が
通

常
と
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
・
時
間

　
１０
月
１０
日
㈫
〜
１１
月
３０
日
㈭

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
受
付
場
所

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
飯
田

管
理
セ
ン
タ
ー
（
追
手
町
２

丁
目
６
４
１
―
４７
）

▼
募
集
団
地
名
（
所
在
地
）

○
二
ツ
山
（
山
本
）

○
北
の
原
（
松
尾
常
盤
台
）

○
三
尋
石
（
伊
賀
良
大
瀬
木
）

○
長
野
原
（
竜
丘
時
又
）　
　

○
平
林
（
鼎
切
石
）

▼
募
集
内
容

○
今
回
の
募
集
は
随
時
募
集
で

す
。
先
着
順
に
入
居
者
を
受

け
付
け
、
入
居
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
募
集
住
戸
の
間
取
り
、
申
込

条
件
、
必
要
書
類
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
の
市
営

住
宅
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。　

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

飯
田
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
４
８
）０
４
６
０

土
地
利
用
計
画
審
議
会
・

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
土
地
利
用
計
画
・
都
市
計
画

の
審
議
に
、
市
民
の
立
場
で
意

見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

※
会
議
は
公
開
で
行
い
、
委
員

と
し
て
表
明
さ
れ
た
意
見
は

公
表
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
平
成
２９
年
４
月
１
日
現
在
、

２０
歳
以
上
の
方

○
土
地
利
用
計
画
・
都
市
計
画

に
関
心
の
あ
る
方

○
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
が
で
き
る
方

※
公
務
員
の
方
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

▼
任
期

平
成
２９
年
１２
月
１５
日
か
ら
２

年
間

▼
公
募
人
数　
３
人
以
内

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
お
よ
び
次
の
テ
ー

マ
で
１
２
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
た
作
文
（
任
意
様
式
）

を
、
地
域
計
画
課
へ
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
文
の
テ
ー
マ

「
飯
田
市
の
土
地
利
用
計
画

・
都
市
計
画
へ
の
提
言
〜
高

速
交
通
網
時
代
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
〜
」

▼
応
募
用
紙
な
ど
の
設
置
場
所

○
地
域
計
画
課
（
市
役
所
Ｃ
棟

３
階
）

○
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
Ａ
棟
２
階
総
務
文
書
課
で

受
付
）

○
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
橋

北
、
橋
南
、
羽
場
、
丸
山
お

よ
び
東
野
地
区
を
除
く
）

○
飯
田
市
公
民
館
お
よ
び
橋
北

・
橋
南
・
羽
場
・
丸
山
・
東

野
公
民
館

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間

１０
月
１６
日
㈪
〜
１１
月
２
日
㈭

（
消
印
有
効
）

▼
選
考
方
法

作
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
選

考
し
、
１１
月
下
旬
こ
ろ
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１

　
大
久
保
町
２
５
３
４

　
地
域
計
画
課　
調
査
計
画
係

　
内
線
３
７
７
１

０
２
６
５（
５
２
）１
１
３
３

chiikikeikaku
@city.iida.nagano.jp

土
地
利
用
計
画
審
議
会
委
員



受付

飯田市立病院の外来診療受付時間は

時間内の受付にご理解とご協力をお願いします。

午前８時３０分～
   午前１１時３０分です。

飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ

● 問い合わせ　☎０２６５-２１-１２５５

「防災行政無線」の放送内容
を電話で聞けます。
  （通話料無料）

■問い合わせ
危機管理室  内線２４３２

０１２０－９１５－４６０
※ 携帯電話からもかかります
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多
重
債
務
者
無
料
相
談

　
借
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
弁
護
士

・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

者
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
１０
月
２５
日
㈬

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

▼
申
込
受
付
期
間
・
時
間

　
１０
月
１１
日
㈬
〜
２４
日
㈫

特
設
人
権
相
談
所

▼
日
時　
１０
月
１５
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　
松
尾
公
民
館

※
当
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局

飯
田
支
局
内

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

行
政
書
士
無
料
相
談

　
各
種
許
認
可
申
請
な
ど
の
行

政
手
続
き
、
遺
言
、
相
続
な
ど

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
行
政
書

士
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時　
１０
月
２２
日
㈰

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ

ー
▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
行
政
書
士
会

飯
田
支
部

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
７
１

社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
無
料
個
別
相
談
会

　
社
会
保
険
労
務
士
は
、
昭
和

４３
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
「
社

会
保
険
労
務
士
法
」
に
よ
っ
て

制
度
化
さ
れ
た
国
家
資
格
者
で

す
。

　
労
働
・
社
会
保
険
に
関
す
る

法
律
、
人
事
・
労
務
管
理
・
年

金
の
専
門
家
と
し
て
、
経
営
者
、

み
な
み
信
州
駅
伝
・

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
募
集

　
第
２
回
み
な
み
信
州
駅
伝
・

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
日

　
１２
月
３
日
㈰

▼
場
所

飯
田
市
総
合
運
動
場
陸
上
競

技
場
お
よ
び
周
辺
道
路

▼
種
目

○
駅
伝

市
町
村
対
抗
の
部
、
団
体
・

グ
ル
ー
プ
・
学
校
等
の
部

○
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

小
学
生
（
２.１
㎞
）、

中
学
生
（
３.１
㎞
）、

一
般
・
シ
ニ
ア
（
５.１
㎞
）

▼
参
加
費

○
駅
伝

　
１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円

○
ロ
ー
ド
レ
ー
ス


小
中
学
生

　
１
人
１
０
０
０
円


そ
の
他
一
般
・
シ
ニ
ア

　
１
人
２
０
０
０
円

▼
申
込
方
法

○
飯
田
市
体
育
協
会
事
務
局
の

窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
納
入
方
法

指
定
の
払
込
取
扱
票
記
入
後
、

郵
便
局
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
で
払
込

▼
応
募
締
切

　
１１
月
１７
日
㈮

▼
参
加
特
典

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
８
２
３

松
尾
明
７
４
４
３

　
飯
田
市
体
育
協
会
内

み
な
み
信
州
駅
伝
・
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
３
）５
５
８
７

０
２
６
５（
２
３
）５
５
６
７

み
な
み
信
州
駅
伝
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

労
働
者
、
年
金
受
給
予
定
者
な

ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
に
実
務

経
験
と
法
律
知
識
を
駆
使
し
て

問
題
解
決
の
た
め
の
ご
提
案
を

い
た
し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み

不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
１０
月
１９
日
㈭

　
午
後
４
時
〜
８
時

▼
場
所

　
飯
田
市
公
民
館

　
４
階
和
室
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
社
会
保
険
労
務
士
会

飯
田
支
部
（
大
平
）

☎
０
２
６
５（
２
８
）１
３
０
８

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
予
約
は
本
人
で
な
く
と
も
構

い
ま
せ
ん
が
、
当
日
は
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８



今月のプレゼント今月のプレゼント
飯田丘のまちフェスティバルマスコットキャラクター
「ナミキちゃんマグカップ」

５名様に
プレゼント

応募締切 10月３0日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、官製はがきまたはＥメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
良かった記事 良くなかった記事 その他感想など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 飯田市大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※製造過程で生じたインクの汚れなどがある場合があります。
　プレゼントの性質上交換などは致しかねますのでご了承ください。

１１月３日（祝）
午前１１時～午後４時

第１１回

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ
市役所Ａ棟１階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

市役所C棟１階

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００ 市役所Ａ棟３階 教育相談室

内線３７２１

毎月第２火曜日
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

毎月第２月曜日
１３：３０～
１５：００～

市役所
保健センター２階

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

ジョブカフェいいだ
就活個別相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎月第３木曜日
１３：００～１７：００

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

市役所内
（予約時確認）

空き家に関する
無料相談

毎月５日
１３：００～１７：００

ふるさと定住支援課
内線５４４３
（予約制）

市役所
保健センター２階不妊・不育相談

１０月１７日（火）
１５：００～１９：００
１１月７日（火）
１３：００～１７：００

保健課健康推進係
内線５５１３
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

まいさぽ 飯 田生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

毎月第３火曜日
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週水・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第２・４水曜日
１２：３０～１５：３０
（４月無し、５月第２
水曜日除く）

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外
国
語
相
談

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護
予防や生活の
相談

成年後見相談

の

相

談

女
性
の
た
め

心
　配
　ご
　と
　相
　談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

市役所Ａ棟１階

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特別相談
（法律的）

一般相談ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談
（予約制）

子 育 て 相 談
教育支援・就学相談
家庭児童相談

内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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※申込方法など詳細はお問い合わせください。

２５,０００円

１４,０００円

随時広告を募集していますので、ぜひ掲載をご検討ください。

住所が飯田市内にあり、１年以上継続して事業を営んで
いる個人または法人で、市税の滞納がない方

★縦５０mm×横１８０mm
★縦５０mm×横８９mm

広報いいだの発行部数は約３５,０００部で
市内各

世帯に配布するほか、市内の公共施設や
大型店

などにも配布のご協力をいただいており
、大き

な宣伝効果が期待できます。

毎月１日号の「市役所発くらしの情報」ページの最下欄
（１５日号には掲載枠がありません）

○政治・選挙・宗教・風俗・貸金業に関連する広告
○事実に反する表記を含む広告、内容が誇大である広告など

秘書広報課 広報広聴係  内線２３１４申し込み・問い合わせ

※１回の掲載当たり掲載申請できる方-

掲載の位置

広告掲載料金￥

掲/ 載できない広告

「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか

用地関係者組合の設立に向けて用地関係者組合の設立に向けて
リニア関連事業に必要な用地に関し、５月から幅杭の設置が行われている上郷地区では、用地関
係者組合（※）の設立に向け、第１回目の準備会が８月８日に開催されました。
※用地取得にあたって、ＪＲ東海などの事業者側と土地の単価などについて協議していくために、関係地権者の皆さまで組織する組合

◉上郷地域用地関係者組合準備会は、上郷地域まちづくり委員会で担う。
◉準備会は、用地関係者組合の設立単位の決定、各組合の正副組合長の選任、組合規約の確認を行う。
◉上郷地域は、リニア本線の建設、リニア駅周辺整備、国道１５３号改良、座光寺上郷道路の新設や県道改良
など、複数の事業が同時期に実施されるため、地区単位で用地関係者組合の設立を予定する。

●問い合わせ／飯田市土地開発公社　内線３７８１

第１回上郷地域用地関係者組合準備会では、次の内容について確認しました。

用地関係者組合は、買収対象となる土地の評価を協議する
大切な組合となるため、対象となった土地などをお持ちの方は、
組合へ加入していただくようお願いいたします。

■用地関係者組合設立に向けた流れ

幅杭設置 用地測量・物件調査 地権者などの確定
用地関係者
組合の設立

用地関係者組合準備会

はばくい
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粗大ごみの戸別収集を行います
家庭から排出される粗大ごみ（ごみ集積所に出せない大きさのごみ）について、
運搬手段がなく処理施設へ直接持ち込むことができない世帯に対して、有料による戸別収集を実施します。

■問い合わせ／環境課　廃棄物対策係　内線５４６５

縦、横、高さの合計 手  数  料
１５０㎝未満 １,１５０円

１５０㎝以上　２００㎝未満 １,８００円
２００㎝以上　２５０㎝未満 ２,４５０円
２５０㎝以上　３００㎝未満 ３,１００円
３００㎝以上　３５０㎝未満 ３,７５０円
３５０㎝以上　４００㎝未満 ４,４００円
４００㎝以上　４５０㎝未満 ５,０５０円
４５０㎝以上　５００㎝未満 ５,７００円
５００㎝以上 収集しません

【表１】 粗大ごみの処理手数料（粗大ごみ１つにつき）

【表２】 対象地区と受付の時期
受　付　期　間 対　象　地　区

１２月１日㈮～８日㈮ 山本、伊賀良

橋北、橋南、羽場、丸山、
東野、松尾、下久堅、上久堅、鼎、
上村、南信濃

１１月１日㈬～９日㈭

１月４日㈭～１２日㈮ 座光寺、上郷、千代、龍江、
竜丘、川路、三穂

★ガラスびんの処理手数料
４袋の場合
５～８袋の場合

１,８００円
２,４５０円

………
…

９～１０袋の場合 ３,１００円…

 処分する粗大ごみの大きさを測り、メモをとる
粗大ごみの３辺 （縦・横・高さ） の長さを測り、メモ用紙に記録する。
ガラスびんは中をゆすいで汚れを落とし、無色透明・茶色・その他の色に分けて、
資源ごみ（金属）のごみ袋に入れ、色ごとに袋の数をメモ用紙に記録する。
 窓口で申込手続きを行う
長さなどを記録したメモ用紙と処理手数料（【表１】を参照）を持参し、環境課または各地区自治振興センター
で申し込む。
※３辺の長さの合計を【表１】に当てはめて、処理手数料をご確認ください。ガラスびんは、指定ごみ袋の数により、処理手数料をご確認ください。
※複数の粗大ごみを排出する場合は、１つずつ長さを記録して、それぞれに処理手数料を確認してください。
※家電４品目は、別途リサイクル料金の支払いが必要です。市の窓口での申し込みの前に、郵便局窓口で処分する家電のメーカー・大きさ
（インチや容量）を伝えて、リサイクル料金を支払い、「家電リサイクル券」を受け取り、申し込みの際に持参してください。
※申込手続き後、市の窓口にて「飯田市粗大ごみ収集ステッカー」を粗大ごみ１つにつき、１枚お渡しします。

 収集日を決定する
申込受付月の下旬までに、収集業者から申込者へ電話連絡をするので、収集日を決定してください。
 収集日に粗大ごみを出す
決定した収集日に、玄関先など収集車両 （２トン車） が進入できる場所 （道路幅２．５メートル以上） へ、
粗大ごみに 「飯田市粗大ごみ収集ステッカー」 を貼り付けて、搬出する。
※家電４品目については、「家電リサイクル券」を正面から見て右側面上部へ貼り付けておいてください。
※たんすや棚、冷蔵庫などの中身（部品は除く）は空にしてください。
※収集は、申込受付月の下旬を予定しています。
※収集業者は、家の中に入って粗大ごみを運び出すことはできません。

4

33

22

1

申し込みか ら 収 集 ま で の 流 れ

収集の対象になるもの 収集の対象にならないもの
農業や飲食業などの事業活動に
伴って発生したもの、パソコン、
スプリング入りマットレス、
大きさが５００cm以上のもの

応接セット、机、たんす、本棚、大型ステレオ、
ソファー、大型健康器具など
家電４品目（テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、
洗濯機、衣類乾燥機）
※購入したお店などで引き取ってもらえないものに限る。
ガラスびん（資源ごみ（金属）の指定ごみ袋に
色を分けて入れたもので４袋以上の場合。）

高
さ

横 縦
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１０月１６日㈪～１１月１４日㈫

○地域計画課（市役所Ｃ棟３階）
○行政資料コーナー
（市役所Ａ棟２階総務文書課で受付）
○各自治振興センター　
（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○飯田市公民館、
　橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館
※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

閲 覧 時 間
意見の募集期間

三遠南信自動車道天龍峡インターチェンジから飯
田東インターチェンジ（仮称）までの区間の開通を見
据え、良好な景観の保全などのため、既に中央自動
車道から三遠南信自動車道天龍峡インターチェンジ
までの区間に指定されている屋外広告物の禁止地
域および許可地域の区域を拡張します。

ついては、飯田市景観計画の変更（案）及び飯田
市屋外広告物条例施行規則の一部改正（案）を作
成しましたので、市民の皆さまからご意見などを募集し
ます。

※お寄せいただいたご意見とそれに対する市の考え方
については、後日公表します。

午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日、祝日を除く）

屋外広告物禁止地域及び屋外広告物許可地域の
区域の変更（飯田市景観計画の変更（案）及び飯田

市屋外広告物条例施行規則の一部改正（案））に対するご意見を
募集します。

問 い 合 わ せ
〒３９５-８５０１　飯田市大久保町２５３４番地
建設部 地域計画課 土地利用計画係・開発指導係
内線 ３７７３、３７７５　　 ０２６５（５２）１１３３
chiikikeikaku@city.iida.nagano.jp

意見の提出方法
意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては、主た
る事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲覧
場所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、Ｅメールによ
り下記まで送付してください。

パブリックコメント

ゆいきっず広場か、こども家庭応援センターまでお申し込みください。

ゆいきっず講座ゆいきっず講座飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて…内線５３４６
◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日 ９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）
★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５
★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

ゆいＴａｌｋ
日時：１０月１７日（火）　１０：００～（１時間程度）
場所：りんご庁舎２階 市民サロン
内容：子どものイヤイヤ期についておしゃべりしましょう！
対象：市内在住、就学前の子どもさんを持つ保護者
託児・講座定員：６組
持ち物：２００円（お茶菓子代）、マグカップ
申込締切：１０月１３日（金）

音楽で遊ぼう♪
日時：１０月３１日（火）　１０：００～（３０分程度）　　
場所：こども家庭応援センター キッズルーム
内容：歌、体操、音楽遊び など
講師：藤田聖子さん
対象：市内在住、１人歩きができる０～３歳の子どもさんと保護者
講座定員：１５組
申込締切：１０月２０日（金）

要予約

要予約
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１０月１６日㈪～１１月１４日㈫

○地域計画課（市役所Ｃ棟３階）
○行政資料コーナー
（市役所Ａ棟２階総務文書課で受付）
○各自治振興センター　
（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○飯田市公民館、
　橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館
※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

閲 覧 時 間意見の募集期間

飯田市土地利用基本方針の変更（案）に対する
ご意見を募集します。

飯田市土地利用基本方針は、飯田市土地利用基
本条例にもとづき策定する計画で、市全域および各
地域の将来像と、その実現に向けた土地利用の方
針を定めることにより、地域の特性や個性に応じた適
正かつ合理的な土地利用を推進することを目的とし
て、平成１９年７月に策定されました。
この度、いいだ未来デザイン２０２８（飯田市総合
計画）および国土利用計画第３次飯田市計画の策
定や、都市計画道路の見直しなどの状況に応じ、こ

れらの内容に即した変更を行います。
ついては、飯田市土地利用基本方針の変更（案）

を作成しましたので、市民の皆さまからご意見などを募
集します。

※お寄せいただいたご意見と
　それに対する市の考え方
　については、後日公表します。

午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日、祝日を除く）

問 い 合 わ せ
〒３９５-８５０１　飯田市大久保町２５３４番地
建設部　地域計画課　土地利用計画係
内線 ３７７３　　　０２６５（５２）１１３３
    chiikikeikaku@city.iida.nagano.jp

意見の提出方法
意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては、主
たる事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲
覧場所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、Ｅメール
により下記まで送付してください。

パブリックコメント

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

ひょっこりひょうたん島、プリンプリン物語、新・三銃士、
シャーロックホームズなど、ＮＨＫテレビ人形劇で人気を
博した人形たちが勢ぞろい。

懐かしのテレビ人形展

期間：～１０月２４日（火）まで
場所：
川本喜八郎
人形美術館

飯田下伊那のアマチュア劇団による連続公演。
本年度からスタンプカード始めました。定期公演を観劇し
てスタンプを集め、特典をゲットしよう。

人形劇定期公演（２０１７年１０月）

人形劇 ｉｎ 丘のまちフェスティバル

日程：１０月２１日（土）
会場：飯田人形劇場　　 入場料：２００円

日程：１１月３日（祝）
会場：川本喜八郎人形美術館２階交流ゾーン
出演：Ｐことり座
川本喜八郎人形美術館・チェコ人形展
日程：１１月３日（祝）～１２月１０日（日）
会場：川本喜八郎人形美術館３階スタジオ
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三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１４１回三市合同企画 第１４１回

元
来
、東
北
地
方
で
子
ど

も
用
の
玩
具
と
し
て
作
ら

れ
て
い
た
こ
け
し
。近
代
的

な
お
も
ち
ゃ
の
出
現
に
よ
り
、

伝
統
的
な
こ
け
し
は
、子
ど

も
か
ら
大
人
の
収
集
家
の

手
へ
と
移
り
ま
し
た
。

戦
後
の
旅
＆
民
芸
品

ブ
ー
ム
の
折
に
は
、各
家
庭

の
茶
だ
ん
す
に
は
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
こ
け
し
が

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

と
共
に
そ
う
し
た
こ
と
も

減
っ
て
い
き
、そ
の
ま
ま
こ

け
し
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く

か
に
見
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
近
頃
で
は
、集

め
た
こ
け
し
を
部
屋
に
飾
っ

た
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
載
せ
た
り

す
る
の
を
趣
味
と
す
る
若

い
女
性「
こ
け
し
女
子（
こ
け

女
）」を
中
心
に
、こ
け
し
が

再
び
注
目
さ
れ
始
め
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、浜
松
市

在
住
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
昭

和
３０
〜
５０
年
代
に
集
め
た

東
北
各
地
の
伝
統
こ
け
し

を
紹
介
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
、多
く
の
方
に
伝
統
的
な

こ
け
し
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
趣
味
の
楽
し

さ
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

平
成
２９
年
度

浜
松
市
博
物
館

市
民
コ
レ
ク
タ
ー
展

平
成
２９
年
度

浜
松
市
博
物
館

市
民
コ
レ
ク
タ
ー
展〜

あ
ん
な
顔
、こ
ん
な
顔…

手
仕
事
の
ぬ
く
も
り
、こ
け
し
趣
味
の
世
界
〜

わ
た
し
の
こ
け
し

開
催
中
！

会期／９月１６日㈯～１１月５日㈰
会場／浜松市博物館 特別展示室

（静岡県浜松市中区蜆塚４‒２２‒１）
開館時間／午前９時～午後５時
休館日／月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、

その翌日休館）
入館料／一般３００円、 高校生１５０円、

中学生以下・７０歳以上は無料。
※各種障がい者手帳をお持ちの方とその介添え者１人まで、無料。
問い合わせ／浜松市博物館

☎０５３（４５６）２２０８

★ 会期中のイベント ★
ギャラリートーク
（コレクターと学芸員）

１０月５日㈭、２２日㈰
午後２時～２時３０分

ムトス飯田推進委員会は、独創的で波及効果のあるまちづ
くり活動に対して助成をしています。ムトス飯田助成事業を
活用して実施した、市民の皆さんの自主活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

▲遊歩道整備の様子

第8回

秋
葉
街
道
は
塩
の
道（
物
流
）、信
仰
の
道
と

し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
静
岡
県
水
窪
町
と

南
信
濃
は
、か
つ
て
は
林
業
な
ど
で
同一経
済
圏
で

し
た
。街
道
の
往
来
は
頻
繁
で
あ
り
、現
在
よ
り

も
深
い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。三
遠
南
信

自
動
車
道
が
完
成
す
れ
ば
、南
信
濃
と
水
窪
間

は
７
分
で
通
行
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
歴
史
あ
る
秋
葉
街
道
の
難
所
で
あ
っ
た
青

崩
峠
道
を
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
場
と
し
て
後
世

へ
残
す
た
め
、昨
年
度
か
ら
浜
松
市
側
の
団
体
と

協
働
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。事
前
に
安
全
確
保
の
た
め
の
登
山
道
整
備
を

会
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
も
今
年
度
も
、

２
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

人
が
通
れ

ば
、
道
は
残

り
、後
世
に
も

続
い
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
、

今
後
も
継
続

し
て
開
催
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

歴
史
あ
る
秋
葉
街
道
を
後
世
に
残
す

遠
山
郷
や
ら
ま
い
会
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

１０月６日㈮より申し込み受付開始します

１０月のエコカフェ

★魅力を引き出す洋服選びのヒント！
似合うファッションがわかる骨格診断講座
日時：１０月２５日㈬
①１０：００～１２：００
②１３：００～１５：００
講師：小倉千鶴子さん
参加費：４００円
持ち物：好きなファッション誌、はさみ、のり

★エコカフェフリー
日時：１０月３１日㈫　１０：００～１２：００
講師をやってみたい！
こんなことをやってほしい！
などなど、コーディネーターが
皆さんの意見をお聞きします。

★塗り絵感覚で楽しめます！
チョークアート体験講座
「ぶどうとリボン」の
壁掛けづくり
日時：１１月１日㈬
①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００
講師：遠山美咲さん （Ａｐｐｌｅ ｊｕｎｇｌｅ代表）
参加費：８００円

★歩行者天国企画 木で動くおもちゃを作ろう！
飛び入り参加歓迎
日時：１１月３日㈷　１０：００～１５：００ （随時受付）
講師：水上雅彦さん （工房菜々や）
参加費：５００円

★見て楽しく食べて美味しい！
おしゃれなサンドイッチ講座
日時：１１月７日㈫　１０：３０～１３：００
講師：小林美和さん （サンディサンド）
参加費：８００円
持ち物：エプロン、三角巾、

お気に入りのランチョンマット（ある方）
★～着物で楽しむ秋の一日～
初心者歓迎の着付け講座 ※子どもの参加も可能
日時：１１月１２日㈰

１０：００～１２：００
講師：下平あやこさん

（山野流着装教室）
持ち物：着付けに必要なもの一式

「
生
活
の
中
で

〜
紙
か
ら
考
え
る
」

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
は

じ
め
、新
聞
、紙
パ
ッ
ク
、ダ

ン
ボ
ー
ル
な
ど「
紙
」は
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。国
民
一
人

当
た
り
の
紙
・
板
紙（
ダ
ン

ボ
ー
ル
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
の

厚
紙
）の
年
間
消
費
量
は
約

２
０
０
㎏
で
、紙
の
原
料
と

な
る
木
に
換
算
す
る
と
４

本
分
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

伐
採
と
植
林
の
サ
イ
ク
ル

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
れ

ば
、伐
採
す
る
こ
と
自
体
が

問
題
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

紙
の
原
料
と
し
て
の
木
材

需
要
を
ま
か
な
う
た
め
に

森
林
が
伐
採
さ
れ
、そ
の
た

め
に
森
林
が
減
少
し
て
い

く
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
増

加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
の
紙
の
消
費
量
は

世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

水
準
に
あ
り
、古
紙
回
収
率

も
、古
紙
利
用
率
と
と
も
に

世
界
で
上
位
を
誇
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、技
術
の
進
歩

に
よ
り
古
紙
の
回
収
シ
ス
テ

ム
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、国
民
の
環
境

に
対
す
る
意
識
が
高
く
、分

別
回
収
が
し
っ
か
り
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ

と
言
わ
れ
ま
す
。

資
源
を
分
別
し
、分
別
し

た
も
の
が
き
ち
ん
と
再
生

さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
で

新
た
な
資
源
を
節
約
す
る

こ
と
が
で
き
、リ
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減

に
な
り
ま
す
。だ
か
ら
と

い
っ
て
、リ
サ
イ
ク
ル
す
れ

ば
大
量
消
費
を
し
て
も
よ

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
、資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
使
い

を
見
直
し
、紙
製
品
の
使
用

な
ど
小
さ
な
こ
と
に
も
環

境
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、ひ

い
て
は
社
会
全
体
の
温
暖

化
対
策
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
�自分だけのスペシャルピザをつくろう
１０月２２日㈰ 材料費：５００円
�安納芋の窯焼き
スイートポテトづくり
１１月５日㈰
材料費：３００円

�砂絵を楽しもう！
１１月１２日㈰ １０：００～１２：００／１３：３０～１５：００
材料費：１５０円

�秋の虫調査隊
１０月２１日㈯ １３：００集合 １３：３０出発
（午後のみのイベントです）　※雨天中止　
参加費：３０円（保険料）
集合場所：風の回廊
持ち物：あみ、虫の入れ物、汚れてもいい服装、タオル
講師：四方圭一郎 （美術博物館学芸員）

�おもちゃの修理屋さん
１０月２８日㈯、１１月１１日㈯ １０：００～１２：００
場所：なかまの館
講師：玩具の修理屋さん

�かざこし森森運動会
１０月２８日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
参加費：３０円（保険料）
場所：風の回廊

�親子とんぼ玉教室
１０月２９日㈰ ①午前の部 ９：３０～１１：３０
　　　　　　②午後の部 １３：００～１５：００
場所：食の工房
参加費：１組２，５００円
（小学生以上のお子さんと保護者の方で１組です。
  １組で４つのとんぼ玉を作ることができます。）
講師：城下鮎子さん （とんぼ玉作家）
※予約制（公園事務局☎０２６５（５９）８０８０までお電話
ください。定員になり次第、受付を終了します。）

�羊の毛でアクセサリーづくり
１０月２２日㈰・１１月３日㈷・１２日㈰ １１：００～１７：００
材料費：６００円～
場所：なかまの館
主催：アトリエＲｕｒｒｅ

�けん玉教室
１１月１１日㈯ １３：３０～１５：３０
場所：なかまの館
主催：アップルけん玉クラブの皆さん

１０月１６日㈪、２３日㈪、３０日㈪、１１月６日㈪、１３日㈪

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

�星座早見盤を作ろう
１０月１５日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�ミラーボックスを作ろう
１０月２１日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�ふしぎ！！浮き出る月と地球
１０月２２日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�電気くらげで遊ぼう
１０月２９日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�ホバークラフトを作ろう
１１月４日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�岩塩のサイコロを作ろう
１１月５日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�コイルモーターを作ろう
１１月１２日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

楽しいテーマがいっぱい！  遊びにきてね！

�ラミネート押し花の
しおりづくり
１０月２９日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：５０円

�革のキーホルダーをつくろう
１１月３日㈷　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：５００円

�ペーパーフォトフレームづくり
１１月４日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００　材料費：５００円
持ち物：お気に入りの写真１枚

�和紙でつくるお星さま
１１月１１日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円

秋の特別企画

食の工房体験学習

土の工房体験学習

森森探検隊

市民の皆さんによる活動

休館日 （１０月１５日～１１月１４日の期間中）

理科実験ミュージアム

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ　◆◆◆
南信州飯田おもしろ科学工房  www.i-kagaku.net

生涯学習・スポーツ課　 内線３７４１

場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

森森子ども大学（子ども体験学習）
なかまの館体験学習

NEW

NEW

各回１８組

NEW
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

�エンリッチメントＤＡＹ～動物たちを楽しませよう～
１０月２１日㈯・２２日㈰ （雨天中止）
�国際テナガザルイベント
テナガ〇×クイズ
１０月２８日㈯・２９日㈰
１１：４５～１２：００

�かぼちゃランタン作り
１０月２８日㈯ １１：３０～１２：３０
集合場所：動物園イベント広場
予約期間：９月３０日㈯～１０月２２日㈰まで受付
材料費：１個５００円

�ハロウィン仮装パレード
１０月２９日㈰
１３：００～１４：００ （雨天中止）
集合場所：動物園イベント広場
予約期間：９月３０日㈯～１０月２２日㈰まで受付

�本の中の動物に出会おう！
１１月３日㈷ １３：３０～１４：００ （雨天決行）
�ジャンボカボチャプレゼント
１１月４日㈯・５㈰ １３：３０～１４：００ （小雨決行）

�ウォーキングを楽しむ
１０月１９日㈭ １３：３０～１５：３０
対象：成人
講師：酒井浩文
（ソウル五輪競歩代表）

内容：かわらんべコースで
健康ウォーキング。

�秋の鳥たんけん
１０月２１日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：信州野鳥の会
内容：モズやジョウビタキなど

秋の鳥を観察。
�紅葉のカレンダーと和紙作り
１０月２８日㈯ ９：００～１１：３０
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：来年のカレンダーを紅葉で飾ろう。

�絵手紙講座
１１月２日㈭ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：黒河内秀幸
（日本絵手紙協会）

内容：初心者歓迎。
楽しく描きます。
【材料費２００円】

�子ども焼イモ体験
１１月４日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：サツマイモほって

焼イモ食べよう！
�砂防工事見学
１１月１１日㈯ ９：００～１６：００
対象：小学生～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：大鹿村で砂防工事見学や

三六災害学習。
【バス定員２０人】

１０月１６日㈪、２３日㈪、３０日㈪、１１月６日㈪、１３日㈪

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。
�ビーバーってどんなどうぶつ？
１４：４５～　ビーバーの活動時間によって、変更する場
合があります。

�フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１２：１５～　（雨天中止）
�モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００　（雨天中止）
�ウサギのふれあい
１１：００～１１：３０　（雨天中止）
�ポニーのふれあい
１３：３０～１４：３０　（雨天中止）

�みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回ずつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園できる方

主催：天竜川上流河川事務所
内容：大鹿村で砂防工事見学や

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

休園日 （１０月１５日～１１月１４日の期間中）

毎週土日・祝日のイベント （定期）

平日の定期イベント （４月～１１月）

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

先着
親子１５組

先着
親子20組

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。
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昭和４４年８月２５、２６日に、皇太子殿下（現天皇陛下）ご夫妻が飯田
市を公式訪問されました。２５日に急行伊那三号で天龍峡駅にご到着、
翌２６日には市内各地を視察され、川路地区の「三六災害」現場では、当
時の清水重美飯田市長が復興の様子などを説明されました。それから
４７年後の平成２８年１１月１６日から１８日、天皇皇后両陛下として飯田下
伊那地域をご訪問され、再び天龍峡やりんご並木をご覧になりました。

皇太子ご夫妻のご来飯（昭和４４年８月２５日）

発行・編集：飯田市 市長公室 秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１  ●ウェブサイト http://www.city.iida.lg.jp/
飯田市の人口（９/１現在）■人口＝１０２,８４８人（前月比－６３）男４９,２７２人／女５３,３５７６人  ■世帯数＝３９,８５１世帯（前月比－１２）

開館時間
休 館 日
入 館 料

●
●
●

午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
１０月２３日㈪、 ３０日㈪、 １１月６日㈪、 １３日㈪
一般…３１０円（２１０円）、  高校生…２００円（１５０円）、
小中学生…１００円（８０円）　　※（  ）内は２０人以上の団体料金

１０月２1日㈯～11月19日㈰会　期▲

佐
竹
蓬
平「
山
水
図
」

さ
ん
す
い
ず

大瀬木に生まれ、信州南画の先駆者となった佐竹蓬平が没してから２１０
年が経ちました。近年、その伸び伸びとした作品が見直され、とらわれのない
独特の画境に人気の高まりをみせています。蓬平作品の魅力はどこにあるの
か、代表作品や新出作品を交えてその世界を旅します。

特別陳列 没後２１０年

佐竹蓬平のいま
― 深まりゆく画境

さ たけ ほう へい

広報いいだ
昭和４４年９月１日号

コンサート ア・ラ・カルトＶｏｌ．５８

秋の彩コンサート

プレイガイド：
平安堂飯田店・座光寺店／精琴堂楽器店／アピタ高森店／
飯田市公民館／飯田文化会館
出演：
第１部　地元演奏家 【出演順不同】
飯田女声コーラス （女声合唱）
♪栄光の架橋　ほか
もくご （木管五重奏）
♪花は咲く　ほか
アンサンブル・ファンファール （金管合奏）
♪日本の歌メドレー　ほか

第２部　ゲスト
 ★飯田市出身シンガーソングライター
塩澤有輔 （ピアノ弾き語り）
♪深愛　♪糸　ほか

１０月１５日（日） 14:00開演 （開場 13:30）
会場：飯田人形劇場

しんあい

※未就学児入場不可。託児（無料）あり。要予約１０月６日（金）まで。

小中学生…１００円（８０円）　　

コンサート ア・ラ・カルトＶｏｌ．５８

秋の彩コンサート
4:00開演 （開場 4:00開演 （開場 13:30）3:30）

好評
発売中！

塩澤有輔

入場料：５００円 （全席自由）
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会場：飯田人形劇場
料金：１,０００円
出演：
くわえ・ぱぺっとステージ

※中学生以上対象。
　未就学児は入場できません。

１０月２７日（金）
１９時３０分開演
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